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■ 要  旨 ■ 

汚濁防止膜やオイルフェンスに代表されるように膜体は海上工事において重要な役割を担っている。膜

体および係留物に作用する流体力や変形に関しては多くの調査・研究成果が蓄積され、流れや波を考慮し

た設計が可能となっているが、周辺水の流れとの干渉を考慮して膜体の変形を非定常的に取り扱う手法の

研究はそれほど多くないように思われる。こういった手法は、浚渫時のグラブバケットの昇降や土砂投入

に伴う励起流などを考慮して汚濁防止膜の効果を評価するような場合には有意義と考えられる。本研究で

は通常の流動モデルに簡便なアルゴリズムを組み込むことによる流体と膜体の連成計算方法を検討した。

一様流下での垂下膜の変形に対する計算結果は、小田ら(1996)の評価式と整合し、その妥当性が確認され

た。 

 

  

図－５  一様流の下での垂下膜形状の俯瞰図 
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